
































る国民 1 人あたりの GDP、あるいは経済
力の面でいえば、非常に大幅な縮退を強い
られるというわけです。おそらく国として























































































































































とです。1 万年間の大気中の CO2 濃度は































































31 億炭素 t です。それに対して、人為的
な CO2 の排出量は約 72 億炭素 t です。だ
から、あと 41 億炭素 t をなんとかしなく
てはいけないわけですが、そのなかで森林
が約 9億 t を吸収してくれます。日本でい


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　昔、私は毎年 10 月 3 日には沖縄県の宮
古島に行っていました。なぜなら、そこに
知多半島から飛んでくるサシバの大群の鷹
柱が立つからです。残念なことに、今この
地域では鷹柱が立ちません。昔は名鉄観光
や東急観光が旗を立てて、知多半島に集合
して見に行っていました。それで、そうい
うツアーは、鹿児島県の指宿に全部集合
し、そこから一挙に沖縄本島を抜けて宮古
島へ行くわけです。何万羽のタカが鷹柱を
立てたことが、かつてはありました。残念
なことに私は何回か知多半島に来ています
が、そのシーズンにタカが飛ぶかなと思っ
ても、パラパラとしか飛んでいません。昔
はこちらで鷹柱が見られたわけです。それ
が見られなくなったのは非常に残念です。
　そのようなことで、さまざまなかたちで
これから私たちは生物多様性というものを
大事にし、しかも農地を大事にしていかな
ければならないと思います。そういうなか
でいろいろと考えることが非常に重要だと
思っています。
4．人々が安心できる空間を未来に引き
継ぐことを目指して
　さて、われわれが安心する場所とはどう
いう場所でしょうか。それは、最もストレ
スのない幸福感が強く得られる安定域で、
居心地のいい場所ということです。その居
心地のいい場所については、「生物多様性」
という言葉を初めて世界中に知らしめた
学者であるハーバード大学のエドワード・
ウィルソン氏がこんなことをおっしゃって
います。「バイオフィーリア（豊かな生命圏
への愛着）」というわけです。わかりやす
くいうと、人間だけがすべての生物のなか
で、他の生物に対して共感を持つ遺伝子を
持っているということです。ボノボチンパ
ンジーとわれわれは遺伝子がたいして変わ
らないのですが、ボノボチンパンジーがト
イプードルを連れて歩いていたらたいした
ものだというわけです。要するに、他の生
18
環境革命の時代に
物をペットにして愛玩するのは、人間だけ
なのです。なぜかというと、人間は、「他
の生物なくして人類という存在はない」と
いうことをよくわきまえているからです。
したがって、他の生物が生き生きしている
状態が、一つは安心する材料となるのです。
もう一つは、米国の地理学者であるイー
フー・トゥアン氏が、「トポフィーリア（場
所愛）」ということを言っています。一人
一人が、自分にしかわからないけれど、愛
着を持てる場所があるということです。そ
の愛着を持てる場所と他の生物が生き生き
としている場所に、コンパスの針を置いて
くるっと回したところが、一番ストレスが
ない居心地のいい場所というわけです。多
くの生き物がいて、しかも自分がいつも慣
れ親しんでいる風景が見える場所。そこが
安心できる場所だということです。
　ところが、災害などが起きると、生きる
か死ぬかという生存圏のところにへばりつ
いてしまうわけです。これを、コーネル大
学のキース・ティッドボール氏は、「Red-
Zone」と言っています。また、彼はもう一
つ、こんなことも言っています。それは、
「不思議なことに、人間は追い詰められる
と、もう一度安定域に戻そうと、花や緑を
植える行為に走る」というわけです。これ
を「Greening」といっています。皆さんも、
「3.11」の被災地に一度行かれるとわかりま
す。今どれほど花畑づくりや植林運動に一
生懸命取り組んでいることか。これはまさ
に、キース・ティッドボールが予見したと
おりのことが起きているのです。
　私たちにとっては、やはり故郷というも
のが本当に安心できる場所だと思います
が、その幸せを未来に引き継いでいくため
の行為にいろいろチャレンジしていくこと
が非常に重要になるのではないでしょう
か。そこから始めて、実は地球の危機、そ
して日本の危機、地方の危機をぜひ克服し
ていただきたいのです。その中核になるの
が、30 周年を迎えられた、このシンポジ
ウムを開催する知多半島総合研究所だとい
うことを申し上げて、本日の話を閉じさせ
ていただきたいと思います。ご清聴ありが
とうございました。
